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１．はじめに 

電波による静止衛星の軌道決定にはR&RR（距離および距離変化率）データおよび電波の到来方

向の測角データが使われるがVLBI手法を使うと測角測定精度を著しく向上することができる。しかしな

がらVLBIによる静止衛星観測において同一ビーム内に複数の静止衛星が入った場合、現状の処理シ

ステムでは個々の衛星データに分離することができない。そこで、こうした場合においても個々の衛星ご

との遅延データが得られるよう相関処理ソフトウェアおよび遅延決定ソフトウェアの改修を検討している。 

 

2．複数の静止衛星を受信した場合の現状 

同一アンテナビーム内に二つの静止衛

星が入る場合の遅延分解関数がどのように

なるかをシミュレーションしてみた。図１にシ

ミュレーションに使用した静止衛星Aおよび

Bからの電波の周波数関係の例を示す。今

それぞれの衛星から図に示されるような周

波数関係で電波が放射されているとする。

衛星が静止衛星でない場合はドップラー周

波数の違いで個々の衛星に分離すること

が可能であるが、アンテナと衛星間の距

離が変化しない静止衛星ではドップラー

による衛星の分離ができない。こうした状

況では衛星ごとの遅延を分離することが

不可能となる。このことを示すため衛星A

とBの間で0.2μsの遅延時間差を与えて

遅延分解関数を求めた結果を図２示す。

図に示されるように、二つの衛星間で与

えた遅延は分離されていないことが分か

る。これは次のように説明される。 
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図１．ベースバンドでの周波数配置。静止衛星 A

および B からの電波の周波数関係を示す。 

 

図２．遅延分解関数の例。両衛星間に 0.2μs の遅延

差を与えているがそれらは分離されていない。 
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図３に位相対周波数の関係を示すが、

ここで周波数に対する位相勾配は遅延を

表す。静止衛星AとBの間に図に示される

ような遅延の差があっても遅延分解関数

で求まる遅延は平均的なCの勾配（遅延）

となってしまい遅延を独立に求めることが

できないのである。 

 

３．検討中の手法 

そこで、以下の２つの手法を検討して

いる。 

ａ．相関処理時にフィルターにより一つ

の衛星の電波のみを切り出す 

ｂ．遅延分解関数計算時にフィルターに

よりそれぞれの衛星を切り出す 

図４は手法ａを適用した場合のサーチ関

数（Δτ方向が遅延分解関数になってい

る）例を示すが、櫛状に一杯ピークが現れ

る。これらのピークの内、最も高いピーク

を与える遅延が観測される遅延となるが、

櫛の歯状のピークの包絡線として求める

方が良いのかどうかを含めて今後検討を

行っていく予定である。手法ｂに関しても

詳細の検討を行いつつソフトウェアの改

修を行っていく予定である。 

 

４．おわりに 

以上述べてきたように同一ビーム内に複数の静止衛星が入った場合について、それぞれの衛星

ごとの遅延を求める手法の検討を行っている。今後検討を進めるとともにソフトウェア相関器へ

の実装、遅延時間決定ソフトウェアの改良を進める予定である。なおこの研究はスカパーＪＳＡ

Ｔ株式会社の協力を得て受託研究課題として進めている。 
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図３．周波数と位相の関係。周波数に対する位相勾

配は遅延を表すが衛星 A と B の間に遅延時間の差が

あっても遅延分解関数で求まる遅延は平均的な C の

勾配（遅延）となってしまう。 

 
図４．相関処理時にフィルター処理を行った場合の

サーチ関数例。遅延方向に櫛の歯状にたくさんのピ

ークが生じる。 


